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政
商
委
員
会
萎
員
の
選
任
に
つ
い

て
　
二
伸

可
∴
漢

人
旅
挽
憧
委
員
の
推
部
に
つ
い
て

可
　
決

◎
議
会
だ
よ
り

遼
誼
町
議
会
（
三
月
以
前
は
、
村
費
e
定
例
会
（
三
月
）
臨
時
会
…

（
二
月
、
五
月
、
六
月
）
に
お
い
て
、
次
の
連
繋
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
剛

〇
二
月
臨
時
会

圭
盤
寮

l
　
寓
決
処
分
の
承
螺
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（処分班項）

炭
坑
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
塙
薬
の

起
債
に
つ
い
て

可
　
決

2
∴
昭
和
三
十
八
箆
（
特
別
会
計
）

遼
蜜
柑
忠
生
温
水
道
幅
粟
露
人
、
嬢

出
追
加
更
正
予
算

可
　
決

3
∴
鞍
手
町
、
遠
賀
村
水
運
組
合
規
約

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

可
∴
決

一
二
月
定
例
会

上
程
議
繋

l
　
掘
和
三
十
九
年
壁
埋
積
町
二
般
会

計
予
算可

　
決

2
　
昭
和
三
十
九
華
麗
蜜
柑
特
別
会

計
国
民
健
廉
保
険
予
筑

可
　
決

3
∴
避
田
町
国
民
縫
康
保
険
特
別
会
計

条
例
の
鯛
定
に
つ
い
て

可
　
決

4
　
逓
密
町
退
職
勧
禰
護
金
の
設
置
、

衝
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
鯛

症
に
つ
い
て

可
　
決

5
　
遼
費
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

に
屈
す
る
保
険
給
付
費
支
払
準
備
基

金
の
設
暗
、
街
頭
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例
の
郷
走
に
つ
い
て

可
　
決

6
　
通
観
町
議
会
の
蟻
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
結
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

可
　
決

7
　
遠
蛮
町
監
査
雷
条
例
の
制
定
に

つ
い
て可

　
決

8
　
遮
費
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

可
　
決

9
　
襲
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

可
　
決

1
0
　
遼
費
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

郭
改
正
に
つ
い
て

可
　
決

Ⅱ
　
遮
餌
町
園
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

可
　
決

1
2
　
逓
綴
町
消
防
団
条
例
の
一
都
改
正

に
つ
い
て

可
　
決

1
3
　
連
館
村
基
本
財
産
漸
横
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

可
　
決

1
4
　
村
の
名
称
を
変
更
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

可
　
決

1
5
　
町
制
施
行
に
伴
っ
条
例
の
艶
欄
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

可
　
決

1
6
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（

処
分
萎
）

国
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

二
律

1
7
　
昭
和
三
十
八
年
暖
特
別
会
計
遠
賀

村
国
民
健
康
保
険
滅
入
、
慈
蓮
如

更
正
予
算

可
　
決

1
8
　
調
和
三
十
八
年
度
慈
敬
村
歳
入
、

歳
出
追
加
更
正
予
算

0－102ュ222禎

可
　
決

招
和
三
十
九
年
曖
遥
神
町
特
別
会

計
簡
易
水
迷
霧

可
　
決

遠
賀
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
条
例

の
御
定
に
つ
い
て

可
　
決

遊
資
町
予
防
播
碗
手
数
料
徴
収
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

可
∴
決

避
質
町
税
条
例
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

可
　
決

昭
塾
一
千
八
薫
繕
別
会
計
遠
賀

村
節
男
水
逆
魔
人
、
漉
出
l
追
加
巣
立

予
算

可
∴
決

寄
附
そ
っ
け
る
こ
と
に
つ
い
て

可
　
決

三
菱
弦
楽
株
式
会
社
敬
子
抗
の
閉

山
に
伴
い
そ
の
所
在
す
る
本
村
大
手

虫
生
洋
地
内
土
地
建
物
に
つ
い
て
三

菱
驚
譲
式
会
社
と
の
要
約
の
締
結

に
つ
い
て

可
　
決

山
田
用
水
和
紀
合
既
約
の
制
定
に

つ
い
て可

　
決

五
月
臨
時
会

L
慧
繋

専
決
処
分
の
承
諾
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（処分事項）

福
岡
県
市
町
村
消
防
同
日
等
公
務

災
審
補
償
組
合
規
約
の
一
部
改
正
に

つ
い
て可

∴
決

遮
鍍
町
税
条
例
の
一
部
改
証
に
つ

い
て

可
∴
決

遠
征
町
筋
易
本
地
給
水
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

可
　
決

収
入
役
の
遜
任
に
つ
い
て

可
　
決

五
月
臨
時
会

1
　
遠
賀
動
態
業
共
済
条
例
の
緋
定
に

つ
い
て可

　
決

2
　
遠
飢
剛
施
薬
共
済
藁
特
別
会
計

条
例
の
御
足
に
つ
い
て

可
　
決

3
　
｝
揮
町
欒
共
済
藁
賦
浪
合
の

賦
課
総
額
及
び
賦
課
単
価
に
つ
い
て

可
∴
決

4
　
醐
和
三
十
九
年
茂
遠
賀
即
燵
藁
共

済
琵
特
別
会
計
千
徳

可
　
決

5
　
遜
質
町
特
別
職
の
職
呂
で
障
常
勤

の
も
の
の
離
酬
及
び
費
用
弁
健
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

可
∴
決

6
　
悪
‥
町
役
域
臓
嵐
定
数
条
例
の
一

都
政
記
に
つ
い
て

可
　
決

7
　
遥
買
印
綬
勧
説
設
肥
条
例
の
一
部

政
市
に
つ
い
て

可
∴
沃

六
月
臨
時
会

l
　
細
岡
寝
間
町
村
蟹
］
恩
給
組
へ
蓬

襲
小
蒲
糾
合
規
約
の
一
報
改
正
に
つ

い
て

可
　
決

2
　
造
控
離
芦
屋
町
外
ニ
カ
町
村
巌
艇

旅
行
組
合
娩
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

可
　
決

3
　
造
質
剛
立
運
算
中
学
校
文
辞
図
書

鵬
入
鑓
金
の
謹
縄
、
管
罷
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

可
∴
決

．
4
・
地
質
剛
非
常
肋
溝
防
岡
山
に
係
る

退
職
蹴
破
念
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
御
足
に
つ
い
て

可
　
決

5
　
招
和
三
十
九
年
度
遠
征
町
一
般
会

話
触
高
予
算
（
第
一
号
）

珂
　
i
決

6
　
昭
和
三
十
九
年
麗
遠
賀
町
農
薬
共

済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
窮
（
第
一

号）

可
∴
決
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昭
和
三
十
九
年
度
町
予
算

一
般
　
会
　
計

特
　
別
　
会
　
計

特
　
別
　
会
　
計

特
　
別
　
会
　
計

一

般

会

計

別
表

（
国
民
健
康
保
険
）
　
　
　
　
　
別
表

（
綱
　
易
　
水
　
道
）
　
　
　
　
　
別
表

（
鮭
二
葉
共
済
事
業
）
　
　
　
　
　
　
別
表

特
別
会
計
　
（
国
民
健
康
保
険
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
千
円
）

第
四
回
病
虫
害
航

空
機
防
除
の
実
施

水
稲
の
二
化
煉
瓦
、
浮
腫
子
防
除
作

業
名
籍
期
間
に
効
率
的
に
実
施
し
防
除

の
完
唾
を
期
し
経
営
改
番
と
生
産
高
上

を
図
る
た
め
昭
和
三
十
九
年
麗
（
第
四

回
）
築
義
防
除
も
左
記
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

一
、
実
施
期
日
　
七
月
六
日
、

七
日
、
八
日
、
九
日
の

五
日
間

実
施
時
問
は
、
午
前
五
時
か
ら
午
前

十
時
ま
で

二
、
撒
布
地
区
並
び
に
撒
布

面
積

避
笛
町
一
門
、
芦
屋
町
天
城
、
山
鹿

地
区
　
「
〇
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
、
使
用
農
薬
の
種
類
及
び

撒
布
重

薬
剤
名
1
S
B
粉
剤

酸
度
－
B
H
C
3
着
、
セ
ビ
ン
1
場

数
撮
－
一
〇
ア
ー
ル
当
り
3
時

四
、
部
落
別
紙
布
日
産

七
月
六
日
－
虫
坐
聖
上
別
府
、
広

雄
、
議

七
月
七
日
－
油
木
、
老
良
、
千
代
丸

上
別
階
、
今
古
賀
、
松

の
木

七
月
八
日
⊥
｛
守
、
旧
偉
、
別
府
、

尾
崎

七
月
九
日
－
若
松
、
鬼
津
、
境
涯
、

尾
崎
、
芦
屋
町
天
城
、

山
鹿

五
、
使
用
航
空
機

西
日
本
密
輸
K
K
 
B
E
L
L
4
7
利

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
二
横

穴
、
危
害
防
止

の
一
般
的
注
意

イ
　
飲
食
物
、
食
賽
類
は
報
刻
の

か
か
ち
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

井
戸
及
び
水
が
め
等
に
は
、
ビ

ニ
ー
ル
又
は
セ
ロ
ハ
ン
に
て
被

い
を
す
る
こ
と
。

ロ
　
食
料
品
販
売
業
、
飲
食
喫
茶

店
、
染
色
、
洗
張
り
、
小
鳥
の

（
賓
へ
続
く
）
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特
別
会
計
　
（
簡
易
水
道
）

特
別
会
計
　
（
賎
業
共
済
事
業
）

号8i4第

昭
和
三
十
九
年
度

商
業
統
計
調
査
実
施

通
商
麗
薬
省
で
は
、
本
年
七
月
一
日

現
在
で
全
国
の
卸
、
生
薬
喬
等
の
商

店
に
つ
い
て
商
業
調
査
表
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
閲
盃
の
目
的
は
、
前
菜
活
動
の

突
撃
把
握
し
て
、
適
切
な
商
業
政
策

看
た
て
る
つ
え
の
基
礎
資
料
と
す
る
も

の
で
す
。
調
査
員
が
各
商
店
を
坊
間
閲

盃
し
ま
す
な
ら
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

な
お
、
統
計
法
に
よ
っ
て
、
調
査
内

容
を
み
な
さ
ん
の
ど
迷
惑
に
な
る
よ
う

な
こ
と
に
利
用
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

て
お
り
ま
す
か
ら
、
開
発
事
項
に
つ
い

て
は
正
硬
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

飼
育
、
鶏
、
奈
鰐
に
蕃
韓

泰
と
す
る
も
の
は
被
害
を
受

け
な
い
よ
っ
特
に
注
意
す
る
こ

と。
ハ
　
小
鳥
類
は
、
屋
内
に
入
れ
薬

剤
の
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
野

菜
又
は
家
藷
類
の
牧
草
は
よ
く

水
洗
い
を
し
て
か
ら
使
用
す
る

こと。

ニ
撒
布
後
、
住
居
そ
の
他
必
襲

箇
所
は
清
純
す
る
こ
と
。

ホ
　
撒
布
英
雄
甲
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
注
意
す
る
こ
と
。

へ
　
本
剤
は
医
薬
外
薄
物
で
あ
る

こと。

の
椎
柴
鼠
の
注
蛮
項

イ
　
作
業
員
は
、
マ
ス
ク
を
か
け

る
こ
と
。

ロ
　
作
業
員
は
、
手
袋
を
す
る
こ

と。
ハ
　
作
業
員
は
、
連
語
喜
吸
わ
な

い
こ
と
。

ニ
食
薯
す
る
と
き
は
、
顔
埠

び
手
を
石
け
ん
で
洗
う
こ
と
。

㈲
耕
作
者
の
注
意
押
頂

イ
防
除
作
発
前
に
は
、
田
の
水

を
浅
水
に
す
る
こ
と
。

ロ
　
薬
剤
撒
布
甲
の
野
良
仕
草
は

避
け
る
こ
と
。

ハ
　
野
菜
（
瓜
科
、
西
瓜
、
胡
瓜

そ
の
他
葉
菜
類
、
種
木
、
草
花

の
動
植
物
）
の
架
を
っ
け
ぬ

よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

㈲
危
督
防
止
、
火
災
防
止
の
た
め
ヘ

リ
ポ
ー
ト
に
は
近
よ
ら
な
い
こ

と。
乳
児
健
康
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

毎
月
第
三
日
よ
っ
日
は
町
の
乳
児
健

康
相
談
日
で
す
。

一
、
医
師
の
診
察
（
二
カ
月
答

一
、
体
重
測
定

一
、
身
長
測
定

一
、
離
乳
食
指
導

一
、
一
般
健
康
相
談
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第48母

－
m
　
予
陳
撥
踵
並
び
に
健
靂
相
談
実
施

座
二
一

∴

旦一
発
二

日

＝

5

＝
月
三

7－－年
＝竺和

二

・
め
一んーぉ＝

舘
＝

同
一

▽
予
防
接
種

本
年
七
月
中
に
左
記
の
と
お
り
予
防

嬢
種
並
び
に
健
康
相
談
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
該
当
蚤
は
洩
れ
な
く
参
加

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
コ
レ
ラ
の
籍
に
つ
い
て
は

御
承
知
の
よ
っ
に
本
年
度
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
外
国
か
事
案
日

蓮
が
相
当
数
あ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
こ
れ
が
対
策
と
し
て
（
発
生
し

て
か
ら
で
は
遅
い
）
予
防
撲
雲
行
い

ます。又
、
学
楼
生
徒
は
七
月
上
旬
に
実
施

し
ま
す
。

▽
定
期
一
徹
住
民
結
核

健
康
診
断
実
施

志
住
民
結
核
検
診
を
左
泥
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
全
日
洩
れ
な
ノ
妻

検
し
て
下
さ
い
。

※
結
核
患
者
の
家
族
で
当
豊
麗
さ
れ

な
か
っ
た
人
は
折
尾
の
遠
賀
廉
健
所
ま

で
行
っ
て
行
さ
い
。

記

一
、
該
当
者
∴
生
後
二
カ
月
よ
り
町
民

全
員

（
学
校
職
場
で
定
期
レ
ン
ト
ゲ
ン
を

う
け
た
も
の
は
除
く
）

1
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

生
後
二
カ
月
よ
り
三
十
才
ま
で

2
　
レ
ン
ト
ゲ
ン

七
才
以
上
全
員

3
　
日
軽

′
～
青
少
年
を
守
る
運
動
の
実
施
に
つ
い
て
・
く

遠
賀
町
青
少
年
補
導
育

成
協
欝
金

蔓
の
畜
少
年
を
守
る
速
碧
魔
朗
し

邁
往
町
か
ら
一
人
の
非
行
や
密
教
の
畜

小
峯
を
出
さ
な
い
よ
っ
に
し
よ
っ
山

一
、
実
施
期
間
百
七
月
二
十
日

量
八
月
三
十
一
日

「
実
施
襲
項

1
苗
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

2
青
少
年
を
悪
い
税
理
か
ら
守
う
つ

3
脅
少
年
が
余
暇
を
鈍
重
に
す
ご
す

よ
っ
に
指
導
し
よ
っ

4
苗
少
年
呑
気
、
水
泳
、
護
山
、

交
通
の
榔
教
か
ち
守
ろ
う

5
苗
少
年
の
公
徳
心
の
高
揚
に
つ
と

め
よ
う

「
夏
休
み
と
家
庭
教
育
」

社
会
教
育
の
立
場
か
ら

【
、
夏
休
み
の
慧
裁

夏
休
み
は
碧
い
時
期
に
子
供
た
ち
を

休
養
さ
せ
る
必
要
か
ら
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
親
た
ち
の
中
に
は
教
育

が
中
断
さ
れ
は
し
な
い
か
と
心
配
さ

れ
る
方
も
多
い
卓
っ
で
す
が
、
教
育

は
学
楼
だ
け
で
な
く
家
庭
で
も
行
わ

れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
日
頃

身
に
つ
け
た
基
本
的
な
知
蛾
や
技
術

の
応
用
や
訓
練
を
夏
休
み
の
家
庭
生

活
の
車
で
実
践
し
よ
う
と
す
る
と
こ

ろ
に
意
義
が
あ
る
の
で
す
。

二
、
夏
休
み
を
迎
え
る
心

1
子
供
の
授
受
素
認
め
よ
う

学
校
教
科
成
績
の
卑
し
愚
し
は
あ

り
ま
し
ょ
う
が
、
子
ど
も
は
子
と

も
な
り
に
努
力
を
し
て
き
た
と
言

え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
点
顕
は
卒
瞳

に
子
供
の
努
力
と
成
長
し
た
あ
と

為
し
毒
素
だ
や
か
怒
剣
舞
で
み
と

め
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。
良
か

っ
た
所
は
は
め
、
足
り
な
い
点
は

や
さ
し
く
励
ま
す
こ
と
で
す
。

2
自
主
的
な
生
活
プ
ラ
ン
と
家
族
の

協
力

子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
希
軽
や
能

力
穿
露
の
無
婁
考
え
て
休
み
中

の
生
活
プ
ラ
ン
素
た
で
ま
す
。

し
か
し
そ
の
計
画
に
無
理
が
あ
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

先
ず
子
供
が
た
て
た
プ
ラ
ン
を
子

供
中
心
に
家
族
で
話
し
合
い
協
力

し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

3
翼
に
成
長
す
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
ふ
ん
い
き
は
子
ど
も
の
成

長
に
大
い
に
え
い
き
ょ
う
毒
あ
た

え
ま
ず
、
家
族
の
生
活
に
希
望
寿

い
だ
萎
え
合
っ
て
努
力
し
て
お

れ
ば
子
と
も
自
ら
も
前
向
き
の
姿

勢
に
同
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
し
、

碧
は
君
、
僕
は
僕
と
い
う
利
己
的

な
考
え
方
で
な
く
あ
な
た
も
、
わ

た
し
も
と
言
っ
お
お
ら
か
な
人
格

が
出
来
て
ゆ
く
と
思
い
ま
す
。

4
家
族
の
団
ら
ん
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う。夏
休
み
に
は
つ
と
め
て
象
簸
間
ち

ん
の
機
会
毒
多
く
し
象
挺
生
癌
の

楽
－
委
棄
十
分
味
わ
せ
た
い
も
の

で
す
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
幸
せ
が

家
庭
の
慈
礎
を
ノ
く
り
社
会
の
蛙
、

彊
づ
く
り
に
な
る
も
の
と
思
い
ま

す。
社
会
を
耽
る
く
す
る
運

動
月
間

七
月
言
よ
り
七
月
三
土
日
ま
で

犯
罪
看
ず
＼
し
て
明
る
い
社
会
喜

み
ん
な
で
き
ず
こ
う
。

子
供
を
水
禍
か
ら
中
ろ
う

各
地
で
子
供
の
水
難
蜜
韻
が
ぴ
ん
ぽ

ん
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

夏
休
み
の
聞
手
供
の
気
特
も
解
放
さ

れ
軒
殻
の
も
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す。特
に
水
難
防
止
の
た
め
左
記
匿
域
を

水
泳
禁
止
区
域
と
し
て
立
礼
を
立
て

て
お
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
水
あ
ひ

素
さ
せ
な
い
で
下
さ
い
。

馬
　
i
離
－
隷
篤
の
下
（
本
川
の
バ

ス
停
の
前
、
神
田
川
の
極

門）

若
　
松
－
お
宮
の
前
の
川

大
い
び
の
上

島
∴
津
－
公
民
館
前
の
川

田
小
学
校
の
橋
の
下

尾
　
崎
⊥
畠
山
堤
、
越
の
越
姓
（
上

下）

別
　
府
－
ポ
ン
プ
下

上
別
府
1
粘
ケ
塊
塊
、
小
谷
塊
、
土

取
姓

千
代
丸
⊥
野
中
迩

今
古
賀
⊥
本
線
ガ
ー
ド
下
、
部
落
内

諾
川

底
∴
波
－
旧
寓
ガ
ー
ド
下
、
葱
鮪

の
下
、
道
民
毛
先
さ
の
い

せ
き

遠
賀
川
－
西
川
橋
の
下

関
　
妬
－
混
食
の
池
二
カ
所

虫
垂
纏
－
窯
業
、
由
良
炎
、
倉
谷

基
、
上
別
府
ポ
ン
プ
塵
－

虫
生
温
に
通
ず
る
か
ん
ろ

く
即
二
刀
所

木
∴
守
－
山
田
川
（
木
村
盤
美
方
前

の
川
、
糀
辺
方
南
の
川
）

老
　
良
－
（
神
田
川
取
水
口
「
村

約
二
カ
所
、
裕
二
カ
所
）

浅
　
木
⊥
畳
秘
の
池



昭和39年　7　月　5　日　発行

慰

垂

増

の

竣
工
に
つ
い
て

か
ね
て
町
民
皆
様
に
色
々
と
ご
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
し
た
「
怒
繋
」
が
、

去
る
四
月
十
四
日
着
工
、
六
月
末
日
を

以
て
述
費
中
学
楼
体
育
館
の
前
庭
に
見

事
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

近
く
こ
れ
が
除
幕
式
と
同
時
に
、
迫

族
の
方
々
を
招
き
慰
霊
祭
催
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

陶
、
こ
れ
が
収
支
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
は
次
号
に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す。

が
家
族
表
札
（
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
）
申
込
み
後
の

経
過
に
つ
い
て

先
日
か
ら
申
込
み
を
頂
き
ま
し
た
家

襲
札
（
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
）
に
つ
い

て
大
変
お
待
た
せ
し
て
い
ま
す
が
、
左

ん
＝
鷺
畿
羅
弼
擢

－
－
－
で
今
し
ぼ
を
蕎
ち
き
る
よ
う
お

お
÷
願
い
し
享
。

＝
一
、
出
来
上
り
期
日

⑤
申
開
市
及
び
遠
賀
都
の
営

纏
財
務
事
務
所
の
変
更
に

つ
い
て

直
方
財
務
事
務
所

若
松
財
務
事
務
所

こ
の
度
納
税
者
の
利
便
を
図
る
こ
と

を
第
一
の
目
的
と
し
、
あ
わ
せ
て
説
務

行
政
の
円
滑
な
る
処
理
を
推
進
す
る
た

め
、
税
務
嬰
の
街
駆
区
域
と
財
務
事
務

所
の
穂
彊
区
域
」
を
一
致
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
県
会
の
議
決
を
得
て
七
月
一

日
よ
り
直
方
財
務
密
務
所
か
h
若
松
財

務
事
務
所
に
移
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
従
っ
て
申
開
市
及
び
遠
賀
郡
の
県
税

に
係
る
一
切
の
班
務
は
、
昭
和
三
十
九

年
七
月
一
日
よ
り
若
松
財
務
事
務
所
で

取
り
扱
い
ま
す
の
で
御
了
萩
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
遠
賀
支
所
は
、
若
松
財
務
密
務

所
、
遠
賀
支
所
と
し
て
現
在
位
証
で
従

来
ど
お
り
税
務
に
携
わ
る
の
で
御
利
用

下さい。

「
放
送
」
及
び
「
新
聞
記
革
」
の

真
意
に
つ
い
て

本
年
二
月
始
め
に
新
関
報
逆
を
も

っ
て
又
関
月
R
K
B
全
国
放
送
に
よ

っ
て
連
夜
町
の
税
問
題
が
と
り
あ
げ

ら
れ
町
民
各
位
に
多
大
の
一
子
遼
藷
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
心

か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

放
送
及
び
新
聞
記
事
に
よ
り
ま
す

と
、
該
者
（
町
民
）
各
位
に
色
々
と

異
っ
た
感
じ
を
与
え
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
柴
田
随
助
氏
は
、
ど
存
じ

の
よ
う
に
巌
既
に
古
硫
以
上
の
方
で

あ
り
性
格
は
清
華
接
穂
の
人
で
あ

り
ま
す
。

税
の
滞
り
も
過
去
に
お
け
る
町
政

の
反
省
素
求
め
る
手
段
と
し
て
の
こ

と
で
あ
り
、
放
送
に
、
報
道
に
見
る

が
如
き
条
件
に
よ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
は
本
人
に
撰
し
そ
の
対
策

に
当
っ
た
小
職
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

塗
口
し
ま
す
と
、
町
政
に
斬
新
を

求
め
る
表
現
が
そ
の
言
葉
の
綴
り
方

が
適
当
で
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。

R
K
B
の
蟹
田
に
あ
た
り
小
職
よ

り
鞭
遵
妃
者
に
対
し
、
そ
の
取
扱
い

方
に
つ
い
て
姦
悪
を
誤
報
な
き
よ
う

求
め
て
い
た
の
で
す
が
、
本
人
の
真

意
に
添
わ
ぬ
報
道
に
な
っ
た
こ
と
を

残
念
に
思
い
ま
す
。

町
報
発
行
に
当
り
真
意
に
基
づ
か

ぬ
報
道
に
つ
い
て
町
報
を
通
じ
て
打

正
し
て
お
き
ま
す
。

命
、
柴
田
直
助
氏
と
町
当
局
と
の

間
に
お
い
て
は
、
報
道
軍
律
に
か
か

る
疎
後
処
理
の
一
切
が
終
り
ま
し
た

こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま
す
。

（助役記）

報

七
月
二
十
日
（
前
後
）

二
、
配
巾
期
日

植
栽
樹
手
入
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

ー
　
国
土
緑
化
運
動
推
進
委
員
会

町
＝
　
七
月
二
十
吾
（
予
定
）

〔
家
出
人
を
捜
し
て

お
ら
れ
る
方
へ
〕

折
尾
警
察
署

一
－
◎
案
出
た
ま
ま
行
先
の
わ
か
ら
な
い

一

人

＝
管
掌
至
い
っ
て
柔
望
亡
た
人

…
　
こ
の
よ
う
な
人
達
を
お
捜
し
の
方

＝
は
、
左
護
よ
り
柏
務
が
開
か
れ

＝
さ
す
の
で
相
淫
お
い
で
下
さ
い
。

竺
詑
謹
絹
議

第
－
写
真
や
、
衣
服
、
持
物
な
ど
の
記
録

＝
－
を
準
備
し
て
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
を

＝
碁
ち
し
て
お
ま
す
。

一
と
　
き
　
昭
和
三
十
九
年
七
月
十
三

ユ
ー
観
師
～
午
鸞

－
と
こ
ろ
折
尾
薔
袈
器
少
年
補
導
窒

一
、
趣
　
旨

国
土
緑
化
運
動
は
こ
こ
十
五
年
目
を

迎
え
た
が
、
わ
が
国
産
経
済
の
発
展
、

聖
祭
癌
の
向
上
に
伴
い
森
林
資
源
の

悪
竃
は
一
層
稿
ま
り
そ
の
蛸
強
は
特

に
強
／
義
塾
さ
れ
て
い
る
。

国
土
の
七
割
を
占
め
る
山
林
の
造
林

軍
楽
拡
大
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
る

が
、
折
角
多
大
の
労
力
と
巨
安
を
投
じ

て
椰
殺
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
手
入
れ

を
怠
る
た
め
に
帝
た
な
か
っ
た
り
枯
れ

る
よ
う
で
は
挺
だ
遺
憾
な
こ
と
で
あ
っ

て
、
完
全
な
手
入
れ
こ
そ
粕
樹
同
種
に

姪
め
て
遊
要
で
あ
る
。
「
植
え
よ
、
育

て
よ
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
糀
え
た
木

昭
和
三
十
九
年
度
固
定
資
産
税

（
墾
一
期
）
の
納
期
が
「
七
月
二

十
五
日
」
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
、
納
期
限
に
納
入

し
て
下
さ
い
。

は
、
必
ず
育
て
る
よ
う
親
心
を
も
っ
て

そ
の
手
入
れ
に
完
堕
を
期
し
、
健
全
な

成
林
成
木
を
関
ら
ね
は
な
づ
な
い
。

本
委
員
会
は
国
土
緑
化
運
動
の
一
疎

と
し
て
昭
聖
一
十
年
以
来
「
雑
穀
輝
子

入
運
動
」
素
竃
し
て
広
く
全
国
関
係

者
の
協
力
を
求
め
た
が
．
国
民
の
絶
大

な
支
援
の
下
に
本
運
動
は
漬
々
そ
の
成

果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。
本
年
は
そ
の
節

十
年
目
を
迎
え
、
ま
た
歴
史
的
な
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
催
の
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

雲
遙
林
の
推
進
は
も
と
よ
り
本
運
動

を
一
周
国
民
に
徹
底
さ
せ
強
く
実
践
励

行
し
て
輝
し
い
成
果
を
期
待
し
よ
っ
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

≒
方
　
針

①
　
本
遊
動
は
国
土
緑
化
運
動
の
豪

と
し
て
造
林
地
及
び
都
市
、
農
村
等

の
態
籍
の
手
入
れ
を
励
行
し
よ
っ

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑪
本
運
動
は
国
土
緑
化
推
進
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、
農
林
省
、
文
部

省
、
建
設
省
、
磐
零
、
自
治
省
の

後
凝
並
び
に
関
係
団
体
等
の
協
力
を

．
得
て
推
進
す
る
も
の
と
し
、
地
方
に

お
い
て
は
都
道
府
喋
緑
化
推
進
委
口

金
が
主
体
と
な
り
、
関
係
官
公
庁
、

固
体
の
協
力
を
待
て
実
施
す
る
も
の

と
す
る
。

⑤
　
本
遊
動
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
各

都
道
府
県
笹
に
手
入
れ
に
最
適
の
時

期
を
遊
ん
で
は
ば
月
間
程
度
の
「
舶

載
椅
子
入
強
調
期
間
」
を
設
定
し
、

年
一
回
又
は
二
回
実
施
す
る
も
の
と

する。

三
、
実
施
要
領

①
棟
栽
樹
の
手
入
れ
に
当
り
、
農
山

村
に
お
い
て
は
人
工
造
林
地
、
農
政

林
等
に
、
都
市
に
お
い
て
は
街
路

樹
、
公
闘
、
水
源
林
特
の
公
共
的
植

栽
樹
に
垂
碁
軽
く
も
の
と
す
る
。

②
本
運
動
の
実
施
に
当
っ
て
、
各
部

逆
痛
輿
緑
化
推
進
委
員
会
は
植
栽
梯

子
大
運
勅
撰
蝕
並
び
に
実
施
計
画
盤

（
次
項
へ
続
く
）
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（一一③

を
作
り
、
そ
の
災
行
を
関
る
も
の
と

する。公
有
林
、
学
楼
株
、
街
姥
樹
、
公

園
、
学
閥
等
に
つ
い
て
は
そ
の
管
理

者
は
率
先
し
て
手
入
れ
の
励
行
を
圏

る
も
の
と
し
、
こ
れ
が
実
施
に
当
っ

て
は
で
き
る
だ
け
次
代
を
背
負
う
宙

少
年
団
依
、
学
巌
生
徒
磐
の
奉
仕
作

巣
に
よ
っ
て
愛
郷
精
神
と
緑
化
滋
欲

の
向
上
に
資
す
る
よ
っ
努
め
る
も
の

と
す
る
。

④
森
林
組
合
、
林
薬
敦
盛
日
枝
機
関

等
指
導
的
立
場
に
あ
る
も
の
は
、
座

嬰
で
譜
琴
三
業
林
篭
に
よ
っ

て
手
入
れ
の
指
鷲
日
枝
に
万
全
霜

す
る
も
の
と
す
る
。

⑤
本
選
動
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
新

聞
、
ラ
ジ
オ
÷
T
レ
ビ
放
送
、
ボ
ス

ク
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
っ
て

趣
旨
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
出

来
得
れ
ば
媒
単
位
、
地
方
単
位
の
喜

入
コ
ン
ク
ー
ル
或
は
標
語
募
集
等
の

督
暴
露
雑
配
を
講
ず
る
も
の
と
す

る。
⑤
　
各
郊
通
庸
兜
に
お
い
て
喜
入
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
た
機
会
、
披
僅
秀

一
点
に
限
っ
て
奈
資
金
よ
り
感
謝

状
、
林
野
庁
よ
り
女
官
賞
を
授
与
す

る
も
の
と
す
る
。
各
部
逆
臍
喋
に
お

い
て
は
、
右
コ
ン
ク
ー
ル
の
棄
謹

告
華
を
添
え
て
表
彰
予
定
期
日
の
一

カ
月
前
ま
で
に
必
瀧
す
る
よ
う
本
妻

鼠
会
に
臨
調
す
る
も
の
と
す
る
。

⑰
　
本
避
動
の
計
画
並
び
に
そ
の
結
果

に
つ
い
て
は
本
委
員
会
に
激
空
す
る

も
の
と
す
る
。

夏
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

がんお謡町

七
月
古
か
宅
竺
千
言
ま
で

の
一
月
間
、
県
下
茅
に
愛
の
健
康
喜

守
る
速
効
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
暑
く
な

る
と
食
欲
が
進
ま
ず
、
ど
う
し
て
一
基

輝
が
片
蔀
り
が
ち
に
な
り
、
か
ら
だ
が

だ
る
く
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
暑
さ
に
耐
え
終
る
健
康
な
か
ら
だ

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
波
打
を
翌

日
に
も
ち
こ
さ
な
い
よ
っ
に
し
ま
し

ょ
う

一
、
暴
飲
暴
食
は
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う

「
な
ま
水
、
な
ま
物
は
さ
け
ま
し
ょ

「
食
疎
の
前
に
は
必
－
字
書
洗
い

ま
し
ょ
う

一
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
蚊
や
ハ
エ
を

駆
除
し
、
清
潔
な
環
境
を
つ
く
り
し

ょ
う

「
か
ら
だ
に
異
常
の
あ
る
と
き
は
で

き
る
だ
け
早
目
に
探
師
の
診
察
う

け
ま
し
ょ
う

六
、
相
談
揮
項
の
処
聴
方
法

相
談
者
と
ち
く
じ
個
別
に
函
接
し
、

相
談
持
薬
を
公
聴
カ
ー
ト
に
蕗
現
し

（
必
要
に
応
じ
て
そ
の
ー
鳩
で
現
地
に

お
も
む
き
哀
調
）
帰
近
畿
、
関
係
各

秘
に
回
付
し
て
各
課
よ
り
回
答
が
あ

り
し
だ
い
拠
葉
葦
に
文
鳥
に
て
同
省

する。
々
時
効
が
近
づ

く
福
祉
年
金
シ

／
裁
定
請
求
は
早

く
し
ま
し
ょ
う
ク

福
祉
年
金
の
裁
定
宅
間
求
で
き
る
期

間
は
、
受
け
る
淘
利
の
発
生
し
た
日
か

ら
五
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
祖
牢
金
の
女
給
が
姶
ま
っ
た
昭
和

三
十
四
年
±
月
言
に
草
食
を
受
け

る
権
利
の
あ
っ
た
L
十
歳
以
上
の
老
齢

の
方
、
身
体
時
宜
の
方
、
母
子
憤
帯
の

方
は
、
本
年
十
月
二
十
一
日
ま
で
に
、

瑠
和
三
十
四
年
十
二
月
二
目
以
降
に
年

金
を
受
け
る
練
利
の
あ
っ
た
人
び
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
に
裁
定
請
求
を
さ
れ
な
い
と
時
効
に

よ
り
将
来
の
分
の
み
で
な
く
過
去
の
分

に
つ
い
て
も
雑
種
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
あ
と
に
な
っ
て
「
せ

っ
か
く
買
え
た
も
の
が
・
…
」
と
後
悔

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
っ
に
一
月
も
車

く
役
甥
ま
で
裁
定
の
請
求
を
し
て
く
だ

さい。な
お
手
続
き
の
折
は

「印がん

一
、
戸
嫡
抄
本

「
住
民
粟
勝
本

「
他
の
年
金
恩
給
、
扶
助
料
を

受
給
し
て
い
る
城
合
は
そ
の
証
書

素
愛
し
て
下
さ
い
。

水
道
諦
治
者
へ

水
道
節
水
に
つ

い
て
お
頭
い

び
と
い
招
き
の
た
め
、
条
諾
箕
水

道
の
使
用
量
が
急
激
に
珊
焼
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
何
と
ぞ
節
水
に
充
分
つ
と

め
て
下
さ
る
よ
っ
お
賄
い
い
た
し
ま

す。
な
お
、
道
筋
の
撒
水
等
は
特
に
細
道

慮
下
さ
い
。
ま
た
使
用
水
竜
が
給
水
能

力
を
越
え
る
域
合
は
、
深
夜
1
0
時
か
ら

翌
朔
4
時
ま
で
給
水
を
制
限
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

県
広
報
室
現
地
公
聴

（
県
政
苦
情
相
談
）

の
実
施
に
つ
い
て

住
民
の
県
政
に
た
い
す
る
暫
偶
を
お

聞
き
し
、
そ
の
解
決
を
は
か
り
地
域
住

民
の
福
祉
を
ね
が
う
し
き
も
に
そ
の
発

鹿
を
期
す
る
た
め
を
証
要
領
に
よ
り
哲

桐
架
軽
重
を
開
設
し
ま
す
の
で
町
民
の

多
数
御
出
場
下
さ
る
よ
っ
お
囲
い
し
ま

す。一
、
日
的

広
報
法
が
行
な
っ
て
い
る
、
公
聴
班

灘
の
一
環
と
し
て
住
民
の
県
政
に
対
す

る
苦
椙
相
談
を
個
別
に
受
け
、
そ
の
解

決
を
は
か
り
地
域
住
民
の
禍
社
を
ね
が

づ
と
と
も
に
そ
の
発
煙
を
期
す
ゑ

二
、
対
東

通
賀
町

二
、
相
談
員

兜
広
報
寮
長
以
下
公
聴
職
員
並
び
に

広
報
公
聴
怜
坪

田
、
相
談
日
時

昭
和
三
十
九
年
七
月
二
十
百
（
火

）
十
三
時
か
ら
十
六
時
ま
で

五
、
相
談
室
（
窮
所
）

述
瑠
町
公
民
館
別
館


